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研究目的


  インターネット利用者増加とブロードバンド回線の
普及によりネットワーク遅延が発生している。


　そのような中、本研究ではネットワークによる遅延
特性を評価することにより、接続環境に


  よってどのような特性があるのかを把握する。




提案方式


 移動系ネットワークの計測では、E-mobileを用い
実験を行う。


　ＲＴＴ、ＵＤＰを計りE-mobileの性能評価をすること
により、E-mobileのネットワーク特性を把握する。


 固定系ネットワークでは、国内外にpingを送り曜日
や時間ごとのRTTを調べ、パケットの遅延や損失
の原因を特定する。




実験方法(移動系)


  研究室のサーバにE-mobileを接続したＰＣからpingを送り、
曜日、時間ごとの往復遅延（ＲＴＴ）を調べる。


  E-mobileを接続したＰＣに有線接続されたＰＣから、パケットを
送りＵＤＰを調べる。
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測定結果






ＵＤＰの測定


  ＵＤＰの測定は、Ｅ-ｍｏｂｉｌｅを接続したＰＣに対して、
有線接続したＰＣからＵｔｅｓｔというツールを用いてパケ
ットを流し込み、その時の受信性能を評価する。




　Utest パケットサイズと到達率  




 送り出すパケットの容量が小さくなると、到達率にば
らつきが出ると思われたが、実測では予想とは逆
の結果が見られた。






考察


 パケット消失においては以下の場合が考えられる


（１）パケット到着順序が入れ替わったら消失と


　　　みなされる。


（２）パケット消失はネットワーク内で発生、


　　  もしくはパソコンの中で発生している。


（３）ネットワークに


　　　出るまえに消失


　　  している。




 パケット損失は時間帯によってはみられたが、長
時間のパケット損失はみられなかった。


 連続したパケット送出は帯域を占有しているとみな
され、接続制限がかかった。


 パケット消失は、研究室内のネットワークの

   トラフィックに依存するもので、計測中に大量の負
荷がかかっていたため、ばらつき、消失が多くみ
られた。




実験方法（固定系）


 国内外サーバにＦｐｉｎｇというツールを用い、


　pingを送り、曜日、時間ごとのＲＴＴ（往復遅延：Round 
Trip Time）を調べる。








結果


 国内外のサーバでも12～20時までの間に多くのパケッ
ト損失や遅延が発生していることが分かった。


 確率分布はいずれも最頻値付近に集中している。




通信の時間帯別通信回数






考察


  この時間帯は多くのパケットがネットワークを巡回して
おり、そのことによりパケット損失や遅延が発生してい
ると考えられる。


 また、パケットが到着したときに待ち行列が満杯で格
納できないことになると、ルータはそのパケットを廃
棄し、パケット損失が生じると考えられる。




まとめ


  移動系ネットワークの、E-mobileを用いた測定では、電波状況
やネットワーク環境による遅延の揺らぎが確認されたが、比較
的損失が少なく安定した結果を得ることができた。


  固定系ネットワークでは、トラフィック状況に伴いパケット損失や
遅延が発生している結果を得ることができた。


  よって、移動・固定系の接続環境によらず多くのパケットがネッ
トワークを巡回している時間帯は、パケット損失や遅延が発生
しているという特性があることがわかった。
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